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万 有 )pc(q',p')dq'dp' (2)
力学量 も同様にして定義される｡力学量の積に対する公式は,
岩⊆ ⊇=∃ 【売十⊇ ⊆=∃ 十一 一一チ ャー-1 →
(AB)H-4ieXp〈喜 i(蓋 是 一念 蓋 ) )exp 〈書 (蓋 孟 十蓋 蓋 ))q l
(3)【芸⊇ =E 【芸= E
(AcBc)C-Accexpf吾 (fp孟 十 蓋 器 ) iBcc- (BcAc)C (4)
粗視化された古典系のポアツソンカッコ式 とこれに対応する伏見関数の交換関係は,
(tAc,BcDc
ー → ー → ー → ー ー
- Abc(fq孟一基 缶 ) ex p(喜(貴 志十蓋 蓋 ))Bcc
((i打 1〔A,B〕)H-喜Im(AB)H
となる｡したがって βccとβHの時間発展は,
































































の解は対等の立場で存在する｡これに対 し粗視化 された古典系では双曲不動点が他の解 を圧倒
する｡従って,双曲不動点のまわ りでは伏見関数 と粗視化 された古典系の分布関数は同じ形の
方程式を満すが,その解は量子力学と古典力学の特性をそれぞれ反映 しているためにかなり異
なった性質をもつ｡
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